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第7回  宇宙開発利用大賞 

12 問い合せ先 株式会社スペースデータ

１．宇宙開発利用の新たな領域（国家強靭化）創造への貢献
衛星データとAI活用の統合デジタルツインを通じた国連機関との災害対策支
援や宇宙技術利用への貢献を目的に、2024年9月に国連宇宙部と共同事業を開
始した。国連防災緊急対応衛星情報プラットフォーム（UN-SPIDER）との連携で、
2022年に津波災害が発生したトンガの高精度デジタルツインを生成し、洪水
災害時の影響シミュレーションを実施した。自然災害への対策立案、防災訓練・教
育の機会改善に貢献した。2025年6月に国連宇宙部及び英連邦が、持続可能な
開発に向け宇宙技術の活用を加速する共同宣言に署名した。本共同宣言には、
2025年1月から英連邦加盟国であるガーナ及びトリニダード・トバゴを対象とし
た当社実績（衛星データとAI活用により3D水害シミュレーションとリスク可視化
の技術実装）が契機となった。

２．宇宙開発利用市場の拡大、衛星データの開発協力分野への
   社会実装
2024年9月、国連宇宙部との共同事業開始後、AI利用のデジタルツイン技術

を開発途上国中心に提供した。特にトンガへの提供を契機に、タイ、マレーシア、
フィリピン、ブラジル、スリランカなど20か国以上から導入の要望があった。その
実績を基に、2025年4月に国土交通省から、東南アジア等を対象とした「まちづく
りDXの推進に向けた衛星データによる都市デジタルツインの構築調査業務」を
受託した。また2025年8月、宇宙戦略基金を活用し、タイでの水害啓発を目的と
した洪水シミュレーション成果を提供した。これらの貢献を通じて、2025年6月の
国連宇宙部と英連邦の共同宣言に基づき、気候変動や自然災害に脆弱な小島嶼
開発途上国や英連邦56加盟国、その他国々への災害対策支援スキームとし
て、衛星データ利活用を提案するといった日本発の展開機会を創出した。

３．世界における強靱な国家基盤の高度化への貢献
　全世界で豪雨や地震、土砂災害等が多発している中、極限状況下で迅速かつ

的確な状況把握と意思決定は不可欠な要素であるが、従来の防災基盤は、建築
物・交通網・人流の重層構造の立体的把握が困難で、現場の認知精度に限界が
あった。本成果は、スペースデータ社の特許技術（衛星データから3D都市モデル
を生成するAI技術等）を用いて、衛星データやGIS、気象情報等を統合したAI解析
により、マルチモーダルデータを一つのシステムに統合し、従来の技術で実現が
難しかった高精度３次元空間の生成を可能にした。平時であっても多様な災害
条件も再現・検証することができ、構造物や地形、社会動態に応じた被害進行の
違いや、人々の避難や産業ネットワークのボトルネックなどの事前把握を可能に
した。気候変動適応や自然災害対応に限らず、国家の基幹インフラの維持管理、
広域・複合災害時の即応体制構築、社会インフラ機能の継続性確保を包括的に
支える強靱な国家基盤の整備に貢献した。

４．国民理解の増進・人材育成への貢献
先進的な宇宙×AIの取組として国内外で広く発信した。トンガの事例は、
2024年9月に国連未来サミット、国連宇宙部のSpace4Waterプロジェクト及び
2025年2月に国連宇宙空間平和利用委員会（COPUOS）科学技術小委員会
で紹介した。また、ガーナ及びトリニダード・トバゴの事例は、2025年6月に
COPUOS本委員会のサイドイベントで紹介し、2025年8月に日本開催の
「第9回アフリカ開発会議（TICAD 9）」 の公式サイト・報告書、2025年9月に
内閣府公式サイトにも掲載された。その他、2025 年6月に国連宇宙部の
Space4Oceanアライアンス、2025年11月に国連グローバルサービスセン
ター（UNGSC）のデジタルツインワークショップでも発信した。
次世代人材育成では、2025年8月にTICAD 9にて、本成果を契機に実施した

ケニア及びルワンダと日本の小中学生向け宇宙教育の実証授業で、衛星データ
を活用した実践的知見を提供した。衛星データ活用・学習機会が増え、STEMへ
の関心喚起、防災リテラシーの底上げ、学びの裾野拡大に寄与した。

国連や英連邦と連携した
衛星×AIの防災デジタルツイン国際展開

外務大臣賞

株式会社スペースデータ

　国連とも連携し、水害シミュレーションとリスクを可視化するためのAI×衛星の統合デジタルツインを開発し、トンガ、ガーナ及びトリニダード・
トバゴで実装するとともに、日本の国際協力に貢献していることは高く評価できる。
　宇宙利用により3D都市モデルをAIで生成するソリューションの明確な事業であり、途上国の災害支援にも繋がっていることは高く評価できる。

　国連宇宙部や英連邦と連携して、日本発のAI×衛星の統合デジタルツ
インを太平洋島嶼国のトンガ、アフリカのガーナ及び中南米のトリニダー
ド・トバゴに実装した。海面上昇や洪水等の災害被害を3次元で可視化し、
政府及び自治体の災害対策を支援した。2025年6月の国連宇宙部・英連
邦の共同宣言の技術パートナーとして、今後、世界各国の災害管理及び
緊急対応、開発途上国の持続可能な開発への協力を行い、日本の宇宙AI
スタートアップが国際機関と協働する新たな国際協力モデルを提示する
挑戦となった。 国連や英連邦と連携した衛星×AIの防災デジタルツイン事例
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特別展「深宇宙展～人類はどこへ向かうのか」の開催

株式会社NHKプロモーション

文部科学大臣賞

特別展「深宇宙展」製作チーム

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
深宇宙展では、日本が開発を進める有人月面探査車「有人与圧ローバ」の実物
大模型をJAXA等の関係機関と連携し、世界で初めて製作・公開した。一般の来
場者に加え、国内外の研究者・技術者が多く視察し、研究と社会をつなぐ場と
なった。さらに「H3ロケット」のフェアリング実物大模型を製作し、来場者に実際の
大きさを体感いただいた。また、東京大学と連携して「月面誘電率計測器（LDA）」
模型を製作し、現役宇宙飛行士の紹介パネルや映像展示とともに「アルテミス計
画」の最前線を伝えた。宇宙から帰還した「ソユーズ宇宙船」（実機）や、「さわれる
本物のロケット部品」を展示し、“宇宙を実感”できる体験は大きな反響を呼んだ。
一般社団法人SPACETIDEや一般社団法人宇宙旅客輸送推進協議会と連携

し、民間企業の展示を加えて民間の宇宙開発を紹介した。これにより若い世代が
「自分の将来に宇宙を加える」きっかけを得ることができた。こうした多分野横断
的な取組は従来にない挑戦であり、宇宙開発利用の新たな領域創出に大きく
貢献した。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
深宇宙展には約22万人が来場し、「宇宙関連の仕事を知り、将来の職業の選択
肢に取り入れたい」といった声が多く寄せられた。東京会場の来場者アンケートで
は10～20代が回答者全体の48％を占め、将来の宇宙開発・探査の担い手層に
直接アプローチできた点は大きな成果である。展示では、小型衛星、観測サー
ビス、ロケット開発など民間宇宙産業の取組を紹介し、市場の現状と将来像を
分かりやすく提示した。SNSや記事の発信を通じて、来場者以外にも宇宙産業へ
の関心が広がり、市場拡大に向けた社会的基盤を築いた。

３．経済・社会の高度化への貢献
　深宇宙展は、科学・教育・文化を横断する総合展として開催された。運用中の
先進レーダ衛星「だいち4号」(ALOS-4)や準天頂衛星システム「みちびき」など
の模型の展示、天気予報やスマートフォン、カーナビ、農業、災害時における活用
事例を紹介する解説パネルを通じて、社会・生活にとって「宇宙を身近に感じる」
機会を提供した。多数のメディアが深宇宙展を通じて宇宙開発を紹介し、社会
全体の宇宙リテラシー向上に貢献した。

４．技術への貢献
「有人与圧ローバ」実物大模型は世界初公開となり、日本の技術力を体感して
もらうとともに、研究機関や技術者にとっても新たな価値を生んだ。天文分野で
は、「すばる望遠鏡」や「アルマ望遠鏡」、X線分光撮像衛星「XRISM」などの成果や
最新ミッションを紹介。映像展示「火星ツアー」では、最新データをもとに映像と
音で火星の特異な環境やジェゼロクレーターを分かりやすく解説した。これらは、
展覧会やメディアを通して「研究成果を社会に還元する」形を提示し、技術の社会
的価値を広く認知させた点で大きな意義がある。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
　全ての解説パネルにふりがなと英訳を付すとともに、音声ガイドや子ども向け
クイズパネルを用意し、幅広い世代が楽しみながら学べるよう工夫した。来場者
の声では「宇宙を学べて感動した」「宇宙の話題を理解できるようになった」という
意見が多く寄せられた。宇宙を身近で挑戦できる分野として提示し、次世代人材
育成と理解促進の双方を力強く後押しした。

有人与圧ローバ（実物大模型）

　有人与圧ローバの実物大模型をはじめとした各種宇宙機・ロケット等の展示を行い、高い体験価値を提供した。多数の来場者から高い評価を
受けたこの展示は、広く産学官による宇宙開発の成果を還元・周知し、科学技術の振興に貢献したと高く評価できる。
　深宇宙に関して多くの人々に興味を喚起し、科学的な情報を広く伝えたという点について高く評価できる。

　特別展「深宇宙展～人類はどこへ向かうのか」は、2025年7月12日～9月28日に
日本科学未来館、2025年10月18日～2026年1月18日に豊田市博物館で開催した、
人類の新たな宇宙への挑戦を体感する日本最大級の宇宙展である。JAXA・国立天文
台・東京大学などの宇宙研究機関や企業と連携し、“いまの日本の宇宙”を一堂に紹介
した。世界初公開の「有人与圧ローバ」実物大模型や宇宙から帰還した「ソユーズ宇宙
船」実機、小惑星イトカワ・リュウグウの本物のサンプルなどを展示し、約22万人が来場
した。東京会場の来場者アンケートでは、満足度96.7％、10～20代が回答者の48％を
占め、若い世代の人材育成や宇宙開発に対する理解促進に大きく貢献した。
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